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該当

(1)授業の達成目標 【ディプロマ･ポリシー】授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔

ＭＳ２６カリ(保健学), ＭＳ２５カリ(保健学), ＭＳ２４カリ(保健学), ＭＳ２３カリ(保健学)

【保健学】保健・医療・福祉の現場において独創的な観点で研 理学療法学分野において、独創的な視点で立案した研究計画に
究を推進する能力を有する。 基づき、データ収集と解析を行い、研究成果を学会演題や論文

として発表できる。
⇔

【保健学】国際的な諸問題に積極的に取り組み、共同研究や活 国際的な視点で理学療法学に関連する未解決の問題を見出し、
動に参画できる能力を有する。 問題解決のための研究活動を推進することができる。

⇔

(2)授業の概要 特論や演習で学んだ理論と技術をもとに、論文作成を最終的な目的とした研究デザインの構築を行って
いく。

(3)達成目標（一
般学習目標ＧＩ
Ｏ）

研究を実践する過程で、理学療法学の事実や真理を探究する力、根拠に基づいた理学療法を実践する力、
新しい理学療法介入を創造する力を習得する。

(4)達成目標（個
別行動目標ＳＢ
Ｏｓ）

1．先行研究のレビューを通して、研究計画を立案できる。
2．研究計画に基づいて、データ収集と解析ができる。
3．先行研究を参考にして、研究結果を考察できる。
4．研究成果を関連学会や学術論文として発表できる。

(5)授業計画 日時は受講学生と検討のうえ決定する。研究の進捗により所要時間は異なるが、項目ごとに複数回の指
導時間に加え、相当程度の事前事後の自主研究時間を要する。
1．自身の臨床的疑問に関連する先行研究の検討を行う。
2．臨床的疑問から研究的疑問を見出し、研究課題を設定する。
3．研究課題を解決するための研究計画を立案する。
4．倫理審査を受審し、承認を受ける。
5．研究計画に基づき、データ収集と解析を行う。
6．学位論文を作成する。
7．研究成果の発表スライドを作成する。
8．学位論文発表会においてプレゼンテーションを実施する。

(6)授業の進め方 大学院生同士のディスカッションおよび指導教員との個別ゼミを通して研究活動を展開する。

(7)履修上の注意
・事前事後学習
の内容

指導教員と相談しながら、研究活動を進める。
研究の進捗状況に合わせて、予復習のための課題を出す。次の授業では、予復習課題に関するディスカ
ッションを行う。
Web会議システムによる遠隔授業や研究指導を行う場合は、事前にアクセスID/パスワードを通知する。

(8)成績評価の方
法

学位論文の完成度とプレゼンテーション内容で評価します。
①学位論文やプレゼンテーション資料が、分かりやすく作成されている(20%)
②研究の目的・方法・結果・考察について十分に理解し、明確に説明できている(20%)
③研究内容について提起される質問に対して、論理的に説明できている(20%)
④研究の将来展望について論述できている(10%)
⑤当該研究分野に関する最先端の知識を有している(10%)
⑥関連学会で発表を行い、当該領域の研究者と意見交換ができる(10%)
⑦研究領域の学術誌に論文を投稿し受理されている(10%)

(9)成績評価の基
準

学位論文において
(i) 問題の設定が適切であり、(ii) その問題の背景を説明できており、(iii) その問題にどのような課
題があるのかを指摘できており、(iv) それらの課題に対して既存の学説が提示する解決法が適切に把握
できており、(v) その上で自分の見解を提示できており、かつ、教員を感心させるレベルにあれば「卓
越している（秀）」。(i) から (v)の5項目を満たしていれば「かなり上にある（優）」。4項目までで
きていれば「やや上にある（良）」。3項目までできていれば「水準にある(可)」。

(10)学生へのメッ
セージ並びに質
問，相談への対
応

向上心を持って主体的に研究を進めていただきたいです。少しでも良い研究となるよう、最大限サポー
トしていきます。

相談への対応：小宅 一彰　k_oyake@shinshu-u.ac.jp
オフィスアワー：随時（要連絡）
場所：南校舎4階小宅研究室

【テキスト，教
材，参考書】

適宜、紹介する。


